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会 員 募 集 の お 知 ら せ 
 
入会を希望される方は郵便振替用紙に口座番号（00910-2-253840）、加入者名（日本双生児研究学会） 

をご記入の上、年会費をご送金下さい。また、通信欄に所属・所属の住所・電話番号・FAX番号・ 

E-mail等をお書き添え下さい。年会費については最終ページの事務局からのお知らせをご覧ください。 

     
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1-7 大阪大学大学院医学系研究科 

   附属ツインリサーチセンター内 日本双生児研究学会事務局 
   学会ホームページアドレス https://jsts.jp.net/  



日本双生児研究学会 第 39 回学術講演会のご案内 

日程 2025 年 2 月 1 日（土）（対面開催のみ） 9 時 30 分受付開始 

会場 大阪大学大学院医学系研究科附属最先端医療イノベーションセンター 

一階 マルチメディアホール 

大会長 渡邉幹夫（大阪大学大学院医学系研究科附属ツインリサーチセンター） 

参加費 会員および一般 2000 円  多胎児家庭 500 円  学生無料（要学生証） 

会場アクセス 大阪モノレール「阪大病院前」下車 徒歩約８分程度（下図参照） 

http://www.comit.med.osaka-u.ac.jp/jp/access.html 

（注意）病院新築工事中のため、モノレール駅からは 

上図の⇒にそって病棟南側から回り込んでおいでください 

 

発表者のみなさんへ 

· 一般演題は質疑応答込みで 12 分です。8 分程度で発表を終え、質疑時間をとれるようにし

てください。交代時間を入れて１演題 13 分の持ち時間です。 

· Windows 上の PowerPoint の準備をしていますので、USB メモリ等でセッション開始前

にデータをお持ちください。持ち込み PC ご希望の場合は事前にご連絡ください。 

昼食について 

上図中の➡で示している「本部前福利会館」（徒歩 5 分程度）、あるいは病院内に食堂およびコ

ンビニがあります。 

 

  



日本双生児研究学会第３９回学術講演会 プログラム 

２０２５年２月１日（土） 

大阪大学最先端イノベーションセンター マルチメディアホール 

 

10：00 開会のあいさつ 

日本双生児研究学会 理事長  横山美江（大阪公立大学） 
日本双生児研究学会第３９回学術講演会 大会長  渡邉幹夫（大阪大学） 

 

10:05-11：00 一般演題 １ 

座長 横山美江（大阪公立大学） 

Ｏ１ 一卵性双生児を対象としたメンタルヘルスに影響を及ぼすゲノム・エピゲノム因子の同定 

稲山綾乃 1、荒川裕也 1,2、亀井莉歩 1、鴻野天音 1、米田真菜 1、大阪ツインリサーチグループ 2、渡邉幹夫 1,2 
（1 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻生体病態情報科学講座、大阪大学大学院医学系研究科附属
ツインリサーチセンター） 

Ｏ２ アレルギー疾患に影響するエピゲノム因子の一卵性双生児を対象とした解析  

亀井 莉歩 1、北村 夏樹 1、川上 莉歩 1、稲山 綾乃 1、鴻野 天音 1、米田 真菜 1、荒川 裕也 1,2、大阪ツインリ
サーチグループ 2、渡邉 幹夫 1,2 （1 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻生体病態情報科学講座、2 大
阪大学大学院医学系研究科附属ツインリサーチセンター） 

Ｏ３ 一卵性双生児を対象とした月経痛の程度に影響を及ぼす環境因子の解析  

鴻野天音 1、稲山綾乃 1、亀井莉歩 1、米田真菜 1、北村夏樹 1、川上莉歩 1、荒川裕也 1,2、大阪ツインリサーチ
グループ 2、渡邉幹夫 1,2 （1 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻生体病態情報科学講座、2 大阪大学
大学院医学系研究科附属ツインリサーチセンター） 

Ｏ４ 一卵性双生児を対象とした認知機能に影響を及ぼすエピゲノム因子の解明 

米田真菜 1、稲山綾乃 1、亀井莉歩 1、鴻野天音 1、荒川裕也,1,2、大阪ツインリサーチグループ 2、渡邉幹夫 1,2 
（1 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻生体病態情報科学講座、2 大阪大学大学院医学系研究科附属
ツインリサーチセンター） 

 

11：00-11:55 一般演題 ２ 

座長 松葉敬文（岐阜聖徳学園大学） 

Ｏ５ 出生体重と乳幼児期から成人期における身長との関連  

横山美江 with CODATwins Project 

Ｏ６ 双生児のライフヒストリー研究 2－異なるライフコースをたどった事例の比較  

安藤寿康  (慶應義塾大学名誉教授) 

Ｏ７ 「双生児間の同時イベント発生現象」を通しての一考察  

松田葉子 （西大和学園大和大学保健医療学部看護学科） 

Ｏ８ 小児期における三つ子のチック症状と吃音症状  

齊藤 彩 1、田中 麻未 2、菅原 ますみ 3、大木 秀一、横山 美江 4 （1 お茶の水女子大学、2 帝京大学、3 白百
合女子大学、4 大阪公立大学） 



11:55-12:25 ショートレクチャー  

座長 乾富士男（天理大学） 

「双生児法に基づく人間行動遺伝学の基礎」  

高橋雄介 （京都大学 大学院教育学研究科） 

 

12:25-13:25 昼食・理事会 

13:30-13:50 総会 

13:50-14:50 教育講演  

座長 渡邉幹夫（大阪大学） 

「遺伝統計学的アプローチによる遺伝的背景の理解」 

山本賢一 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻成育小児科学研究室） 

 

15:00-15:40 一般演題３ 

座長 安藤寿康（慶應義塾大学名誉教授） 

Ｏ９ 生殖補助医療後に双胎妊娠した女性の母性を育む WEB 版教材の開発 

藤井美穂子 1、相澤恵子 2、米倉佑貴 2 （1 帝京科学大学医療科学部看護学科、2 聖路加国際大学大学院看
護学研究科） 

Ｏ１０ 双生児が学校環境に与える影響について―紐帯としての双生児― 

日比 健人１、根子 雄一朗１、西田 寛子１、関塚 洋子１、南澤 武蔵１、對比地 覚２ （１東京大学教育学部附属
中等教育学校双生児研究委員会、２東京大学教育学部附属中等教育学校） 

Ｏ１１ 新聞報道における双生児に対する意識の歴史的変容 

南澤武蔵１ （1 東京大学教育学部附属中等教育学校） 

 

15:40-16:40 シンポジウム  「多胎家庭支援の新たな展開 ～関西地域を中心に～」 

 座長： 志村恵 （公立小松大学・日本多胎支援協会） 

Ｓ１ オンライン支援と地域での支援をつなげる：多胎家庭支援における NPO 法人つなげるの取組み 

中原美智子 （NPO 法人つなげる・株式会社ふたごじてんしゃ・日本多胎支援協会） 

Ｓ２ 産前産後サポート事業での多胎支援事業について ―神戸市の取り組みの紹介― 

天羽千恵子 （ひょうご多胎ネット・日本多胎支援協会） 

Ｓ３ 日本多胎支援協会全国多胎支援リーダーボトムアップ事業プロジェクトチーム 

糸井川誠子 （NPO 法人ぎふ多胎ネット・日本多胎支援協会） 

 

16：40 次期大会長あいさつ 

日本双生児研究学会第４０回学術講演会 大会長 藤澤啓子（慶應義塾大学） 

 

懇親会は予定しておりません 



＜ 第 42 回双生児研究会 (2024 年 7 月 27 日 (土) 開催) 報告 ＞ 

 
岐阜聖徳学園大学経済情報学部  松葉 敬文 

 

2024年 7月 27日（土）に「第 42 回双生児研究会」（2024年度「夏の研究会」）を開催いたしま
した。 

 

■ 開催概要 

日時：2024 年 7 月 27 日（土） 13:30～15:00 

 形式：zoom オンライン開催 

演題：『双子研究の意味する実存的アポリアと社会科学』 

講師：蔵 研也 先生（自由主義研究所 主任研究員） 

 参加者数：8名（うち演者 1名） 

 

講師の蔵研也先生は、東京大学法学部を卒業後、数学および経済学の修士号を取得され、さらに
University of California, San Diego (UCSD)で経済学の学位を修められたご経歴をお持ちです。経済
学、法哲学、政治学、心理学、行動遺伝学、神経科学といった多岐にわたる分野で研鑽を積まれ、
現在は日本のリバタリアニズムを代表する研究者としてご活躍されています。 

今回の講演では、双生児研究によって発展してきた行動遺伝学の主要な結論について、ブシャー
ル氏、プローミン氏、安藤寿康先生らの研究成果の簡潔なまとめから、これらの知見が現代社会哲
学（とりわけジョン・ロールズによる平等と正義の理論と、ロバート・ノージックの反論）とどの
ような整合性・不整合性を持つかについて丁寧に解説していただきました。さらに、行動遺伝学の
知見とこれらの見解の対立が単なる科学の問題ではなく、価値観に基づく解決不可能なアポリア
であることをご指摘いただきました。本講演は、行動遺伝学と社会哲学の交点を探る重要な機会と
なり、多くの示唆を与える内容となりました。幅広い分野にまたがる知見をわかりやすく纏められ
た蔵先生に深く感謝申し上げます。 

また、前回の第 41 回研究会では非学会員の方から参加に関するご要望を多数いただきました。
このことを踏まえて理事会で議論の上、今次研究会から有料で非学会員の方にもご参加いただけ
ることとなりました。学会員の皆さまには引き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。  

最後に、研究会にお集まりいただいた皆さま、そして開催にあたり多大なご助力を賜りました皆
さまに心より御礼申し上げます。ありがとうございました。 



 
 
 

 
双⽣児研究法を⽤いた肌・⾝体・⼼の関係性解析にむけて 

 
株式会社資⽣堂みらい開発研究所 

原 祐輔 
 

肌を健康的に保つにはどうしたら良いのか。この基本的かつ重要な課題に取り組む⼿段の１つ
として双⽣児研究法が効果的であると考え、体系的ふたご研究基盤を有する⼤阪⼤学⼤学院医学
系研究科附属ツインリサーチセンターと共同研究を⾏っている。本稿では、その取り組み内容の
⼀端について、背景を含めて紹介させていただく。 

 
本研究の主たるターゲットである「肌」は、外部環境と⽣体内部の境界に位置しており、外部

環境から⽣体を守るバリア機能や体温調節機能、触覚などの感覚機能などの重要な役割を担って
いる。これらの機能を正常に働かせている肌の状態は、紫外線などの外部刺激の影響だけではな
く、⾝体状態の影響も受けて変化することが知られている 1, 2)。さらに、⼼理状態の影響も受ける
ことも知られており、精神的なストレスが肌状態の悪化として顕在化することがある 3)。肌を健
康的に保つには、肌・⾝体・⼼の関係性を理解して対処する必要があるが 4)、それらの因⼦はお互
いに複雑に交絡するとともに、遺伝的な影響も受けるため 5)、未だ解明されていないことが多い。
これらの課題を解き明かすにあたり、双⽣児研究法は遺伝的・環境的要因の影響を⽐較できる有
⽤な⽅法であり、過去の検討ではシワやシミの遺伝率などが導出されている 6)。しかし、肌状態
と⾝体・⼼の関係性にまで踏み込んだ検討は少ない。 

本研究では、双⽣児研究法による肌・⾝体・⼼の関係性の解析を⾏っており、近年開発された
肌内部の測定技術も取り⼊れている 7)。その結果の⼀例として、⼀卵性双⽣児を対象にした検討
により、肌内部のコラーゲン量と⽑細⾎管の関係性などを⾒出している。今後のさらなる検討に
より、肌を健康的に保つために必要な要素が明確化されていくとともに、肌をケアする⽅法とし
て、化粧品だけではなく、⾷品、運動、睡眠など⼀⼈ひとりに合った提案がなされることが期待
される。 
 
1) Kligman LH. Dermatol Clin. 1986;4(3):517-528. 
2) Makrantonaki E, Zouboulis CC. Exp Gerontol. 2007;42(9):879-886. 
3) Chen Y, Lyga J. Inflamm Allergy Drug Targets. 2014;13(3):177-190. 
4) Okamura C, et al. IFSCC Congress. 2023; PRB-128. 
5) Amano S, et al. Skin Res Technol. 2023;29(1):e13231. 
6) Gunn DA, et al. PLoS One. 2009;4(12):e8021. 
7) Hoshino T, et al. Quant Imaging Med Surg. 2024;14(9):6238-6249. 

論文・書籍・研究紹介 













＜ 日本双生児研究学会理事会等報告 ＞ 
 
 

日本双生児研究学会 2024 年第 1 回理事会 議事録 
 
日 時：2024 年 1 月 27 日（土）12:20-13:20 
場 所：京都大学 楽友会館 会議室 
出席者：安藤寿康、落合世津子、志村恵、鈴木国威、高橋雄介、松葉敬文、横山美江、渡邉幹夫  

計 8 名（敬称略） 
欠席者：加藤則子、酒井規夫、菅原ますみ、早川和生 計 4 名（敬称略） 
 
報告事項 
１．第 38 回学術講演会の開催状況について   
 高橋大会長より、午前中の開催状況について報告された。 
２．会員状況報告（渡邉理事）  
 2023 年 12 月末現在の会員数について、現会員数 118 名（うち新規入会者 8 名、名誉会員 8 名）、 
 長期未納者 2 名、退会者 4 名、死亡退会者 1 名であると報告された。 
３．メーリングリスト（ML）について（渡邉理事） 
 登録は会員全員であることが報告された。  
４．2023 年の会計収支報告及び監査報告 （別紙資料参照）（渡邉理事） 
 渡邉理事より会計収支報告がされ、別紙のとおり、承認された。 
 監査は、乾監事・畠山監事より 2024 年 1 月 22 日に受けたことについて、報告された。 
５．学会誌編集委員会報告（別紙資料参照）（安藤委員長) 
 安藤委員長より、投稿状況について 2023 年（Vol.2）への掲載準備中のものが 2 本であることが報告
された。 
 
審議事項 
１．2024 年の事業計画案について 
１） 2024年学会の目標について（横山理事長） 

① 日本双生児研究学会を日本学術会議に登録されるよう申請に向けた準備をする。 
② 学会誌への論文投稿を促進し、J-stage、医学中央雑誌への登録を目指す。 

２） 学会誌編集委員会活動計画（安藤委員長） 
安藤委員長より、現在査読中のものが1件あるとの報告があった。 
また、掲載料とは別に投稿料（12,000円）を徴収（ただし、著者全員が会員の場合は免除）するこ
とについて審議され承認された。 
現行の査読期限（半年以内）について、短縮する方向で委員会で検討することとなった。 

３）ニュースレターの発行について（高橋理事、落合理事） 
  高橋理事より、12 月末に発行されたことが報告された。 
４）研究会の開催について（松葉理事） 
  松葉理事より、講師について幅広い研究分野の人選について提案がなされた。 
  非会員については、参加費を徴収する方針となった。 
５）奨励賞審査委員会について（志村委員長） 
  志村理事より、4 月ごろに募集を行うことが報告された。 
２．学会費の改定について（横山理事長） 
  前回理事会で承認された学生および多胎児の保護者は現行のまま 3000 円、その他の方は 5000 円に

ついて横山理事長より、総会において会費の改定を提案することが報告され、承認された。 
３．2024 年度の予算案について（渡邉理事） 
  渡邉理事より、予算案について説明があった。 
  ニュースレター編集費について、年 1 回の発行になったため 20,000 円とすることとなった。 
  また、予備費として 10,000 円を計上することとなった。 
４．第 39 回（2025 年）学術集会について（渡邉理事） 
  渡邉理事より、大阪大学（吹田キャンパス）で開催することが報告された。 
（日程は 1 月末から 2 月初めで会場調整中） 



５．第 40 回（2026 年）学術集会の候補について 
 慶應義塾大学 教授 藤澤啓子氏を大会長とし、慶應義塾大学で開催することが報告された。 

６．日本学術会議への登録申請について 
  横山理事長より団体登録の要件について確認された。2025 年度の申請を予定することとした。 
７．2024 年奨励賞授賞式について 
  該当者なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本双生児研究学会 2024 年総会 議事録 
 
日 時：2024 年 1 月 27 日（土）13:25-13:55 
場 所：京都大学 楽友会館 講義室 
上記第 1 回理事会の内容を報告、審議し承認された。また、渡邉理事より、2023 年度会計収支報告、

乾監事より監査報告を受け、承認された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前年繰越 1,037,623 ニュースレター印刷費 (75号) 20,000
ニュースレター郵送費 （75号) 20,000

会費収⼊ ニュースレター編集費 30,000
学会誌編集費 50,000

   78⼈(120*0.65）*￥5,000 390,000 研究会講演者謝⾦ 30,000
   過年度会費10⼈*￥3,000 30,000 研究会講演者交通費 30,000

研究会会場使⽤費 5,000
利⼦ 10 学術講演会援助費 100,000

会議費（幹事会） 20,000
奨励賞関連費 0
ホームページ関連費 35,000
郵送代（年会費振込⽤紙発送） 10,000
事務局⼈件費（5,000/⽉） 60,000
消耗品費 5,000
次年繰越⾦ 1,042,633

収⼊合計 1,457,633 ⽀出合計 1,457,633

日本双生児研究学会　令和6年（2024.1.1～2024.12.31）会計予算案

収⼊ ⽀出



日本双生児研究学会 2024 年第 2 回理事会（メール審議） 議事録 
 
日 時：2024 年 2 月 28 日（水）から 3 月 6 日（水）にかけて 
場 所：メール審議 
 
審議事項 
１．夏の研究会開催について 
夏の研究会を以下の通り開催することが承認された。 
形式：オンライン開催 
演者：蔵研也 先生（ 自由主義研究所 主任研究員 ） 
演題：「双子研究の意味するアポリアと社会科学」 
日程：2024 年 7 月 27 日（土）13:30〜15:00 
 

日本双生児研究学会 2024 年第 3 回理事会 議事録 
 
日 時：2024 年７月 27 日（土）研究会終了後 午後 3 時～3 時 40 分 
場 所：zoom 
参加者：加藤則子、酒井規夫、菅原ますみ、鈴木国威、高橋雄介、松葉敬文、横山美江、 

渡邉幹夫（敬称略） 
欠席者：安藤寿康、落合世津子、志村恵、早川和生 
 
報告事項 
１．夏の研究会について（松葉理事） 
 ・研究会の参加者は 11 名であったこと、講師の蔵研也先生には原稿を依頼されたことが報告された。 
 
２.第 39 回学術講演会の準備状況について（渡邊理事） 
 ・第 39 回学術講演会は、2025 年 2 月 1 日に大阪大学で開催されることが報告された。 
  
３．学会誌編集委員会活動計画（松葉副委員長） 

・現時点で、掲載予定の論文が 1 本、査読中の論文が 3 本であり、査読期間がおよそ 2 カ月以内であ
ることが報告された。投稿料、掲載料については、早急に委員会で検討することが報告された。 

・2023 年の夏の研究会の講師、2024 年学術集会の教育講演の講師の先生方からの寄稿について引き
続きリマインダーをかけていく予定。 

 
４．奨励賞審査委員会について（高橋理事） 
 ・理事会終了後、奨励賞の募集について会員に周知し、9 月末を募集期限とすることが報告された。 
 
５．ニュースレターの発行について（高橋理事） 
 ・ニュースレターについては、第 39 回学術講演会のプログラム等を掲載する予定であることが報告

された。 
 
６．日本学術会議への登録申請について 
 ・本学会誌の発行状況から、2025 年に日本学術会議への登録申請をすることが確認された。 
 
７．第 40 回学術講演会の開催準備状況について（藤澤啓子教授） 
 ・第 40 回学術講演会は、慶應義塾大学の藤澤啓子教授が大会長として 2026 年に開催いただく予定で

あることが報告された。 
 
８．会員状況について（渡邊理事） 

・渡邉理事より、会員状況について報告された。 
 

９．その他（メディア対応等） 
 ・メディア対応については、必要時事務局からご連絡いただくこととした。 



日本双生児研究学会 2024 年第 4 回理事会 議事録 
 
日 時：2024 年 10 月 21 日（月）午後 4 時～ 
場 所：zoom 
出席者：安藤寿康、落合世津子、加藤則子、志村恵、菅原ますみ、松葉敬文、横山美江（敬称略） 
欠席者：酒井規夫、鈴木国威、高橋雄介、早川和生、渡邉幹夫（敬称略） 
 
１）学会誌編集委員会（安藤委員長） 
・藤村氏の論文が新たに掲載され、志村氏の論文が掲載準備中であり、他 3 本の論文が査読中であるこ
とが報告された。 
・ISSN 取得について検討され、松葉副編集委員長が取得の手続きをすることとなった。 
 
２）ニュースレターの発行について（高橋理事、落合理事） 
・例年通り、ニュースレターを発行することが報告された。 

 
３）研究会の開催について（松葉理事） 
・ソウル国立大学 Joohon Sung 教授に次回の夏の研究会の講師を依頼することが提案され、承認された。  

 
４）奨励賞審査委員会について（志村委員長） 
・奨励賞審査委員会で検討の結果、今回の奨励賞の対象者はなしとの報告がなされ、承認された。 
・奨励賞審査委員会の審査結果は、奨励賞審査委員会名で事務局より通知することとなった。 
・奨励賞審査規定には、新たに「対象となる業績は、原則として、査読付きの国際誌（本会発行の"Japanese 
Journal of Twin Studies"を含む）、ないしはそれに準じた学術雑誌に掲載された、被推薦者が単著者ないし
は第一著者の学術論文とする。」と改正することを奨励賞審査委員会から提案され、承認された。 
 
５）第 39 回（2025 年）学術集会について（渡邉理事） 
・第 39 回（2025 年）学術集会について資料に基づき報告された。 
 
６）第 40 回（2026 年）学術集会について（藤澤啓子先生） 
・第 40 回（2026 年）学術集会について、慶應義塾大学で開催され、準備を進めていることが報告され
た。 



＜ 学会事務局よりお知らせ ＞ 
2025 年の会費については、同封の振り込み用紙で納付をよろしくお願い申し上げます。本会の

会計年度は 1 月～12 月になります。会費の金額は、多胎児の保護者等の多胎当事者と学生は 3,000
円、その他（大学や研究組織に所属する研究者・教育者など）5,000 円となっております。どち

らにもあてはまる場合は学会の趣旨に鑑み、5,000 円の納付をよろしくお願い申し上げます。 
振込用紙には過去の実績に基づいた、未納分も含む金額を記載しています。 
 

＜ 日本双生児研究学会第 40 回学術講演会のお知らせ ＞ 
第 40 回学術講演会は 2026 年 1-2 月頃に慶應義塾大学三田キャンパスで開催する予定です。詳

細が決まりましたら学会ホームページ、またはメーリングリストでご案内します。多数のご参加

をお待ち申し上げております。（大会長 藤澤啓子（慶應義塾大学）） 
 

＜ 会員用メーリングリストについて ＞ 
 当学会事業のお知らせと、会員間の情報交換や交流にもご活用いただきたく、2017 年度より会員

用新メーリングリスト（jstsml@googlegroups.com 以下 ML）にご登録いただいております。ご協力

をありがとうございました。登録がお済みでない方は、下記の手順に従いご登録くださいますよう

お願いいたします。 
◎ 現会員の登録について 
学会 HP の【お問い合わせフォーム】（https://jsts.jp.net/contact/）から、「区分」は「その他」を選び、

「お問い合わせ内容」に「ML 登録希望」として、①お名前、②メールアドレス、③所属等 の３点をお

知らせください。追って担当者より「ML 登録完了」のご連絡をいたします。 
◎ 新入会員の登録について 
新入会員については、「ML 非登録」のお申し出がない限り入会申込と共に ML に登録しますので、

連絡は不要です。ご入会後に担当者より「ML 登録完了」のご連絡をいたします。 
◎ 配信の停止・変更 
配信の一時停止・再開やメールアドレスの変更などについても、上記【お問い合わせフォーム】か

らお知らせください。 
◎ 利用上の注意 
 ML での発信・返信は、「送信者名」、「アドレス」、「本文」が ML 登録会員全体で共有されます。特に返信

の場合はご注意ください。 
 添付ファイルを制限していませんので、コンピュータウィルスは各自で防衛してください。 
 jstsml@googlegroups.com からのメールを受信できるように設定していただけば、携帯アドレスで

の登録も可能ですが、添付ファイルの容量制限等もありますので、PC アドレスでの登録をお勧めしま

す。 
 大学や職場のドメインを含むアドレスの場合、ウェブ投稿機能がドメイン管理者により無効にされ

ていることがあります。ご自身の投稿が反映されない場合には、ドメイン管理者にご確認の上、別アドレス

への変更等をご検討ください。 
 

 
   編集後記 

 
今号では、ふたごにまつわる研究や書籍など最新の知見を会員の皆さまにたくさんお届けできるような

ページを多めに設けることができました。前回に引き続き，第 39 回学術講演会も完全対面方式にて大阪で

開催されます。会場で皆様とお会いできることを楽しみにしております。末筆ながら，2025 年が会員の皆

様にとりまして実り多き年になりますことをお祈り申し上げます。 
 

編集委員：落合世津子（おおさか多胎ネット・日本多胎支援協会・大阪大学大学院医学 
系研究科ツインリサーチセンター）・高橋雄介（京都大学） 




